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福井県産地合繊織物繊維屑のマテリアルリサイクルの試み





荷額の占める割合が23.6% (平成 5 年度) 1)に達するほど福井県では繊維産業が盛んで、ある 。 中でも合












200-250 f ~/月もの繊維屑が生じる計算になる。図 2 はある織物工場で各織機から回収された繊維屑
が放置されている様子を示しているが、このような繊維屑を焼却するためには高額の焼却炉を必要と
図 1 WJ織機 図 2 回収された捨て耳
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A: NY6/NY66/NY12 B: PET/NY6/PA 
C: PP/PE D: PE/PET E: PP 


















































温 度炉内雰囲気温度 ; MAX 300"C 
ヒーター温度; MAX SOO"C 
ヒ タ 遠赤外観ヒ タ "インフフスタイン"
ヒーター電力 上面 200V400W 3ケ連x3台=3.6kW
下面 200V400W 3ケ遭x3台=3.6 k W 
合計 7.2kW 熱電対ヒーター 2 ヶ含む




















































図 9 は試みに金型内の数カ所に熱電対を配置し、繊維が溶融しない程度のヒーター温度 (300 0C) で加
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